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防災県土整備企業常任委員会年間活動計画作成について

[ 1 部局所管事項概要調査

l oA 2 6 Fl (*l 一一倍員会

2 年間活動計画について協議

(1）前期の委員会における委員会活動評価総括表及び部局の所管事項概要

説明の内容等を踏まえ、重点調査項百を選定する。

(2）重点調査項目について、いつ領、どのような方法（例執行部説明、

参考人招致、県内外調査、委員間での議論など）で調査を行うか協議する。

(3）県内外調査の時期、内容について協議する。

※参考：年間活動計画書

※委員会が活動していく中で、年間活動計画に変更が生じた場合は、そ

の都度、年間活動計画の修正を委員会で協議する。

3 年間活動計蘭書の作成

2での議論を踏まえ、正副委員長が年間活動計画書を作成し、委員に配

付する。



ヨ回
常任委員会活動評価総括表 委員会名（防災県土裳備企業常任委員会）

1 委員会活動の振り返り（委員会討議の結果の概要を記載する）

・県内外調査について、視察先の現状等を十分に把握でき、大変充実した調査となった。また、委員会での議論だけでなく、現場に行くことの大切さも感じた0

．入札制度の改善等に向け、委員会としても、引き続き、調査・研究するとともに、委員会から改善案を提案することも大切である。

2 各季圏全｛型事）の評点の平鈎点

0謀本肯掛～件毘志位白歯笹生曹~濫筆帯相・曹冊目樟誰～ 重量＃由主壷白幡台撃であ品世官接曹柑ぴに組事聾由車寄の姐軒1ごついて啓相1111t評価安軒います”

番号 評植対象取組 取組の方向 評価の視点

部議ま監事た及、櫨び効聞連率と合的し審てか査のつ会議劫田会果活田的用櫨な垂に能聾員を十め会ま分のす尭運。揮営すをる悶たるめた、議員相互葺会聞の討の議開を曜積を極は的じめにと行しうたよ垂う努めます

議員悶討議の構会l立十分に確保されていましたか．

1 垂員会審議の活性化 め、垂員議 員会簡の情報共有・ 議員間討議白構会を十分に活用しましたか。

議員F高齢識を通じて合意形成を図るよう罫めましたか。

2 年間活動計画 予劫定率に的つかいつて効定果め的るな垂員活会動の運曹を車図るため.1年間の活動スケジュ ル、重点調査項目、県内外調査等の
年間 計画を定します。

年間活動計箇の聾定に当たって、垂員会で十分に議論在行いましたか。

年期活動計画の内容は適切なものでしたか。

年間活動計画に沿って垂員会活動を行いましたか。

重点蹄査項目白設定に当たって、垂員会で十分に議論を行いましたか。

3 重点調査項目 県政l活で動課計題画とでな定っめてまいする項目など、年間を通じて特に調査を行っていく必要がある事項苦「重点調査項目」として
年間 重点翻査項目の内容は適胡なものでしたか。

重点調査項目について十分な闘査審査を行いましたか．

県内外調査の調査先は適切でしたか。
「重点鶴査項目Jを中心として、所管事項について調査するための県内外調査の予定を線開活動計i!iで定めま4 県内外調査 す。 部査先で十分な調査を実施しましたか。

県内外翻査における向審をその桂白調査審査に活用しましたか。

査ま予r当すを当算初行。初決予い予草草ま草常にす」つ怪。にいつ垂てい員、て会予はに算、6繍毎つ年成の産が分抽、科議ま会長るをを前設酷や置〈予し全算、議当要員初求参予の加算段型の宿の詳か予細ら算な予決調算耳査銅常製審恒方査垂針を員、行会予いを草ま中要す心求。に状調現査など審の査鏑を査行・い審

当初予草について十分な部査・審査を行いましたか。

5 当初予算に係る調査z審査

当初予算に議会由意思を圧映させるよう、具体的な提言や提案を実施しましたか。

融合計画に悟る調査・審査 調総査合審計査画を及持びい「み、知え事県へ民のカビジョン・を行行動い計ま画すJの。措定並びに同行動計閣の「成果レポ－1-J田作成に合わせて
組合計画等について十分な調査目審査を行いましたか。

6 
申し入れ 韓合計函等に議会田意思を庄映させるよう、具体的な提言や提案を実施しましたか。

盟別査由行政計画に罷る 議個議案会別質由の疑議行を政決特計対うな蘭象どにと、なつよっいりてて詳いは細る、な計改調画定査に時田つ審織い査をて毘等は据を、行え所、い管基、由本議常決的住にに垂至は員る所会ま管ででの一の常貫調怪査し垂て且員審議会査会でだが調け関査で与な・し審〈ま査、す本を。会行議いにますおけ。る
個別の行政計画について十分な鯛査審査を行いましたか。

7 
調ー審査‘

盟別由行政計蘭に議会の意思をE暁させるよう、具体的な提雷や提ヨ健在実施しましたか固

0義主肯掛～儲カサ•tc謹告書室骨由婁調～皇借金情動存轟匪に割しで言明閉する普再参詣するこ左に鑑み曙揮曲に惜輯白骨閣安田品JいJいもfこ畢要部毒菌1し拍すい閣かれが謹辛盤骨参軒いをす

番号 罫価対象取組 取組白方向 評画の視点

1 参考人制度等の活用 県政の客重要商な悟案者件や又県は県民の利害に関させわるるた重め要、な必案要件にの＇＂悶己査て参田審考査人にの当招た致っやては尊門前知識を有する者由
必要に応己て、参考人招致や公聴会の実施について協議を行いましたか。

ほか、和i 民由意毘を車暁 公聴会の開曜を行います。
参考人招致や公聴会における意見をその桂白調査審査に活用しましたか。

2 請願への対応 願を畳提に理出つしすいたるて請な！はま願ど、に必、議つ要会いにとて応しはじて、て願主、意知としの事て実等所現に曹に対白向し書そけ員のた会担取L環組お白苦い行経てい過、ま及誠すぴ実。結か畢つの慎報重告Lを審求査めをる釘行｛ぽまいます固毎等ま字」ち対採し択意し見た書請詩求膿、請審願査者”…は”…由川適…参切考な人方招法致でな実ど施いしましたか［執行部からの意見聴取や紹介議員の出席甚か、癒
採択した請願の願意の実現に向けて、具体的な取組を仔いましたか。（知事等に対する経
過報告等の要求、知事等への申し入れ、意見書の提出など）
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防災県土整備企業常任委員会 活動計画書 （令和2年5月～令和3年5月）

1 所管調査事項

．危機管理及び紡災対策の推進について

・公共土木施設の整備・維持管理について

・都市計画、住宅、その他土木行政の推進について

・公営企業（病院事業を除く。）の運営について

2 重点調査項目

(I）※昨年度訪災・減災対策について

(2）※昨年度建設産業の活性化について（入札制度を含む）

(3）※昨年度道路及び流域の整備について

3 活動計画表

重点調査項目
令和2年

5月 日月 7月

(!) 常任委員会 常任委員会

(2) 所管事項説明 議案の審査華、所

(3) (5/26) 管事項の調査

(4) 等

く調査方法＞

－当局から説明聴 予決分科会

取 補lE予算等

・参考人招致 (6/19, 23) 

－県内外調査
・委員開討議

など

執行部の主な予定 令和2年版成
果レポ」ト

（案）

4 県内外調査について

令和3年
日月 9月 1 0月 1 1月 1 2月 1月 2月

常任委員会 県内外調査 常任委員会

議案の審査、所管事項の調査等 (11/9～12 議案の審

の問、 11/16 主主、所管事

予決分科会 ～19の問） 宅買の調査等

補正予算等（10/8,12) 

予決分科会
予決分科会 補正予算等
令和元年度歳入歳出決算、所管事項 (12/10, 14) 

の調査（当初予算編成に向けての基
本的な考え方） (10/29) 

企業会計決算 当初予算要 当初予

求状況 算案

一般会計・特別会計決算

令和 3年度経営方針（案）

当初予算編成に向けての基本的な

考え方

亘ヨ
令和2年 5月26日現在

3月 4月

常任委員会

議案の審査、所

管事項の隷査等

予決分科会

当初予算、補五

予算等

(3／・3・）

令和3年度経営

方針

1 1月9日～ 12日、 11月 16日～ 19日の関で、県内調査については原則として日帰り調査を2回程度実施、県外貌査は2泊3日以内の行程で1回実施することができる。

ただし、調査時期を逸してしまうと判断される案件がある場合は、この日程にかかわらず実施することができる。

5月
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防災県土整備企業常任委員会過去5ヶ年の重点調査事目

［令和元年度］

( 1 ）紡災・減災対策について

(2）建設産業の活性化について（入札制度を含む）

( 3）道路及び流域の整備について

【平成 30年度］

( 1 ）防災・減災対策について

( 2）消防・保安行政について

( 3）建設産業の活性化について

(4）道路及び流域の整備について

｛平成29年度】

( 1 ）防災・減災対策について

( 2 ）道路及ひ子流域の整備について

(3）建設産業の活性化について

［平成28年度｝

( 1 ）防災・減災対策について

(2）入札制度を含む建設産業の活性化について

( 3）道路及び流域の整備について

(4）企業庁次期経営計画について

｛平成27年度］

( 1）防災・減災及び事前復興対策について

(2）建設産業の活性化について（公契約と入札制度を含む）

( 3）道路網の整備について

(4) RD  F焼却・発電事業の今後について


